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特別記事

特
別
記
事

田
村
泰
俊
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

田
村
泰
俊
君
学
位
請
求
論
文
『
公
務
員
不
法
行
為
責
任
の
研
究
』

（
信
山
社
出
版
株
式
会
社
・
平
成
七
年
・
本
文
四
七
九
頁
）
の
構
成

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
　
本
書
の
構
成

　
本
書
は
、
一
に
、
国
家
賠
償
責
任
制
度
に
代
わ
る
公
務
員
不
法
行

為
責
任
を
そ
の
対
象
と
し
、
二
に
、
行
政
法
理
論
の
未
成
熟
な
法
領

域
に
対
す
る
刑
事
手
続
法
理
論
の
影
響
を
考
察
す
る
。
同
君
は
、
中

央
大
学
法
学
部
に
お
い
て
刑
事
法
の
研
究
に
従
事
し
、
そ
の
後
慶
鷹

義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
に
お
い
て
憲
法
と
行
政
法

を
、
そ
し
て
博
士
課
程
に
お
い
て
行
政
法
を
専
攻
し
た
。
こ
の
よ
う

な
幅
広
い
学
問
遍
歴
か
ら
、
本
書
の
構
成
の
特
色
を
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　
序
　
章

　
第
一
章
わ
が
国
て
の
英
米
の
政
府
賠
償
責
任
の
研
究

654321
問
題
の
所
在

イ
ギ
リ
ス
法
研
究
の
時
代

ア
メ
リ
カ
法
研
究
の
始
ま
り

英
米
で
の
政
府
責
任
研
究
の
評
価

公
務
員
個
人
責
任
の
研
究

一
九
八
三
条
研
究
の
必
要
性

第
二
章
　
合
衆
国
法
典
四
二
巻
一
九
八
三
条
上
制
定
と
そ
の
展
開
1

54321
は
じ
め
に

基
本
権
法
と
し
て
の
制
定

そ
の
後
の
展
開

一
九
八
三
条
拡
大
の
時
代

一
九
八
三
条
限
定
の
傾
向

第
三
章
　
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
の
目
的

第
四
章

　
　
序

213

問
題
の
所
在

判
例
理
論
の
意
味

（
1
）
　
コ
モ
ン
・
ロ
ー
法
理
の
絶
対
的
免
責
に
限
定
を

　
　
加
え
た
事
例

（
2
）
連
邦
の
行
政
委
員
会
に
免
責
を
許
容
し
な
か
っ

　
　
　
た
事
例

（
3
）
　
閣
僚
に
絶
対
的
免
責
を
否
定
し
た
事
例

行
政
統
制
と
一
九
八
三
条
の
法
的
性
格

行
政
統
制
日
的
法
理
の
展
開

論
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1Il

第
五
章

行
政
統
制
目
的
と
手
続
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス

43215678懲
罰
的
損
害
賠
償

123「
ム
ー
ト
ネ
ス
」

1234

合
衆
国
法
典
四
二
巻
一
九
八
三
条
の
目
的

今
衆
国
法
典
四
二
巻
一
九
八
三
条
の
法
的
性
格

手
続
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
と
司
法
審
査
モ
デ
ル

℃
曽
声
簿
判
決
と
N
凶
ヨ
ヨ
震
ヨ
き
ω
毎
ω
げ
O
o
ヨ
〇
四

塁
判
決
の
法
理

裁
判
例
の
動
向

（
1
）
　
争
点
と
な
し
う
る
権
利

（
2
）
　
利
益
衡
量
の
基
準

（
3
）
　
℃
震
轟
辞
判
決
と
N
一
ヨ
B
震
ヨ
彗
判
決
の
適
用

　
　
　
範
囲
の
相
違

≦
霧
露
昌
讐
8
判
決
の
法
理

判
例
理
論
の
問
題
点

そ
の
後
の
判
例
理
論
の
展
開

懲
罰
的
損
害
賠
償
の
理
論

一
九
八
三
条
と
懲
罰
的
損
害
賠
償
の
法
理

一
九
八
三
条
で
の
懲
罰
的
損
害
賠
償
の
問
題
点

　
　
　
　
の
法
理

問
題
の
所
在

「
ム
ー
ト
ネ
ス
」
の
一
般
理
論

一
九
八
三
条
に
お
け
る
「
ム
ー
ト
ネ
ス
」

、
　
　
’
占

4
　
　
才

第
六
章

第
七
章

　
　
1II

ジ
ュ
リ
ス
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン

ー
　
問
題
の
所
在

2
　
一
九
八
三
条
の
活
用
と
ジ
ュ
リ
ス
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
法
理

3
　
一
九
八
三
条
の
抑
制
と
ジ
ュ
リ
ス
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
法
理

4
　
小
　
括

原
告
お
よ
び
被
告
の
法
理

原
告
の
法
理

54321○
睡
含
巴
O
巷
8
一
ぞ
の
法
理

123

は
じ
め
に

原
告
の
範
囲
－
個
人

原
告
ー
州
・
自
治
体
・
法
人

不
法
行
為
に
よ
る
死
亡
お
よ
び
訴
権
の
存
続

む
す
び

問
題
の
所
在

行
政
統
制
と
被
告
適
格
の
関
連
性

判
例
理
論
の
動
向

検
討
と
展
望

（
1
）
　
O
窪
巳
巴
0
8
碧
一
身
と
被
告
適
格
の
基
本
的

　
　
　
問
題

（
2
）
免
責
法
理
の
分
析

（
3
）
　
訴
訟
費
用
と
の
関
連

（
4
）
　
指
揮
・
監
督
権
者
の
被
告
適
格

（
5
）
　
職
責
要
件
の
解
釈
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IIIw

第
八
章

　
　
1

5
　
小
　
括

合
衆
国
憲
法
第
十
一
修
正
と
の
関
係

654321
問
題
の
所
在

第
十
一
修
正
の
法
理

第
十
四
修
正
の
成
立
と
第
f
一
修
正

一
九
八
三
条
と
第
十
一
修
正
－
判
例
法
理
の
検
討
－

具
体
的
問
題
の
検
討

小
　
括

自
治
体
と
そ
の
損
害
賠
償
責
任

1
　
問
題
の
所
在

2
　
判
例
理
論
の
動
向

3
　
判
例
理
論
の
分
析

　
　
（
1
）
　
自
己
責
任
の
法
理

　
　
（
2
）
勺
o
一
一
身
o
『
O
⊆
ω
ε
ヨ

4
　
指
揮
・
監
督
権
を
有
す
る
公
務
員

5
　
小
　
括

法
律
要
件

⊆
コ
α
霞
o
o
一
〇
『
（
）
噛
馨
簿
o
一
四
≦

1
　
問
題
の
所
在

2
　
仁
⇒
α
段
8
ざ
コ
）
房
鼠
9
一
帥
≦
の
概
念

3
　
職
責
要
件
と
政
府
（
州
）
活
勤
（
ω
蜜
冨
碧
二
9
）
の
関
連

　
　
（
1
）
　
合
衆
国
最
高
裁
判
所
の
判
例
理
論

　
　
（
2
）
　
ト
級
審
裁
判
例
の
動
向

　
　
　
　
（
3
）
　
判
例
理
論
の
検
討

　
　
4
　
「
州
の
利
益
と
の
対
立
関
係
」
の
法
理

　
　
5
　
課
題
と
展
望

H
　
権
利
の
存
在

　
A
　
実
体
的
デ
ュ
i
・
プ
ロ
セ
ス

　
　
ー
　
問
題
の
所
在

　
　
2
　
一
九
八
三
条
の
訴
訟
法
上
の
性
格

　
　
3
　
実
体
的
デ
ュ
i
・
プ
ロ
セ
ス
の
法
理

　
　
4
　
一
九
八
三
条
に
お
け
る
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
・

　
　
　
　
モ
デ
ル54321）　）　）　）　）

行
政
の
積
極
的
義
務

公
用
収
用
等

危
険
の
創
設

誤
り
に
よ
る
拘
禁

限
度
を
超
え
た
有
形
力
の
行
使

　
5
　
課
題
と
展
望

B
　
連
邦
法
上
の
権
利

2　1

連
邦
法
違
反
に
封
す
る
視
点

争
点
と
さ
れ
う
る
権
利
と
そ
の
分
析

（
1
）
　
一
九
八
三
条
の
沿
革
と
争
点
と
さ
れ
う
る
憲
法

　
　
　
上
の
権
利

（
2
）
　
一
九
八
三
条
と
連
邦
法
L
の
権
利

（
3
）
　
最
高
裁
判
所
の
流
れ
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第
九
章

　
　
序

　
　
1

　
　
へ
ー
ビ
ア
ス
・
コ
ー
ノ
ス
と
の
関
係

　
　
　
問
題
の
所
在

　
　
　
州
救
済
手
続
の
履
践
（
消
耗
）
原
則

　
　
　
一
九
八
三
条
の
州
救
済
手
続
の
履
践
（
消
耗
）
原
則

　
　
　
一
九
八
三
条
と
へ
ー
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
と
の
相
違

　
　
　
法
運
用
の
課
題
と
展
望

　
　
一
般
添
削

　
　
　
問
題
の
所
在

　
　
　
州
の
手
続
履
践
（
消
耗
）
原
則
の
法
理

　
　
　
判
例
理
論
の
勤
向

　
　
　
判
例
の
分
析

　
　
　
（
1
）
議
会
の
意
図
お
よ
び
裁
判
官
の
裁
量
に
よ
る
制

　
　
　
　
　
　
限

　
1

　
2

　
3

　
4

　
5

B　
1

　
2

　
3

　
4

　
3
　
一
九
八
三
条
の
利
用
の
限
定
と
救
済
活
動
の
分
析

　
4
　
検
討
と
展
望

　
　
　
（
1
）
　
必
須
の
要
件
と
し
て
の
「
権
利
」
の
存
在

　
　
　
（
2
）
　
救
済
手
続
の
利
用
に
要
し
た
費
用
の
請
求

　
　
　
（
3
）
　
手
続
自
体
を
争
点
と
す
る
訴
訟

　
　
　
（
4
）
　
最
高
法
規
条
項
等
と
権
利
の
問
題

　
5
　
小
　
括

　
訴
訟
要
件

　
論

　
州
手
続
履
践
（
消
耗
）
原
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

A

II

第
十
章

（
2
）

（
3
）

5
　
小
　
括

出
訴
期
間

4321

司
法
手
続
の
履
践
（
消
耗
）
と
行
政
手
続
の
履

践
（
消
耗
）
と
の
相
違

℃
震
轟
暮
判
決
お
よ
び
ω
弩
魯
判
決
と
の
関

係
ー
手
続
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
i

問
題
の
所
在

出
訴
期
間
の
制
限
規
定
と
一
九
八
三
条

最
高
裁
判
所
判
例
の
分
析

具
体
的
な
問
題
の
検
討

4321
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
バ
ッ
ク

遡
及
効

時
間
進
行
の
停
止
お
よ
び
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー

判
決
物
・
州
手
続
履
践
（
消
耗
）
原
則
と
の
関

連

5
　
小
　
括

連
邦
裁
判
所
の
ジ
ュ
リ
ス
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
不
行
使
の
法
理

1
　
問
題
の
所
在

2
　
連
邦
裁
判
所
の
ジ
ュ
リ
ス
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
不
行
使

　
　
（
1
）
　
勺
三
一
ヨ
m
コ
＞
σ
の
辞
①
暮
一
〇
昌

　
　
（
2
）
切
弩
脇
o
巳
＞
げ
ω
8
三
一
9

　
　
（
3
）
K
o
g
罐
R
》
σ
ω
6
窪
瓜
8

　
　
（
4
）
O
o
一
〇
轟
血
困
く
震
＞
ぴ
ω
辞
窪
鉱
9
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第
十
一
章

第
十
二
章

　
　
（
5
）
　
制
定
法
に
よ
る
ジ
ュ
リ
ス
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
不
行

　
　
　
　
　
使
の
法
理

　
　
（
1
）
　
行
政
手
続
へ
の
拡
大
適
用

　
　
（
2
）
　
損
害
賠
償
請
求
へ
の
拡
大
運
用

　
　
（
3
）
　
州
の
手
続
履
践
（
消
耗
）
原
則
と
の
関
連

　
　
（
4
）
　
拘
束
力
、
争
点
阻
止
効
・
不
随
的
禁
反
言
の
法

　
　
　
　
　
理
と
の
関
連

　
刑
事
手
続
の
打
切
り
と
取
引
と
し
て
の
一
九
八
三
条
に
基

　
づ
く
訴
訟
の
放
棄

　
　
問
題
の
所
在

　
　
取
引
と
し
て
の
放
棄
の
法
理

　
　
勾
仁
ヨ
o
曙
事
件
以
前
の
法
適
用

　
　
菊
仁
3
①
q
事
件
連
邦
最
高
裁
判
所
判
決

　
　
判
例
理
論
の
検
討

　
　
小
　
括

　
過
　
失

　
　
（
1
）
　
下
級
審
裁
判
例
の
過
失
肯
定
例

　
　
（
2
）
　
下
級
審
裁
判
例
の
過
失
否
定
例

3
　
最
高
裁
判
所
判
例
の
動
向
と
分
析

4
　
判
例
理
論
の
考
察

5
　
課
題
と
展
望

1234561
　
問
題
の
所
在

2
　
判
例
理
論
の
展
望

第
十
三
章

　
　
1II

　
　
（
3
）
　
最
高
裁
判
所
判
例

3
　
判
例
理
論
の
検
討

　
免
責
法
理

裁
判
官
免
責

1
　
違
憲
行
為
を
構
成
す
る
不
法
行
為
と
免
責

2
　
裁
判
官
免
責
制
度
の
承
認

3
　
裁
判
官
免
責
制
度
と
そ
の
享
有
主
体

4
　
裁
判
官
免
責
制
度
の
限
定

検
察
官
免
責

654321
問
題
の
所
在

前
提
と
し
て
の
裁
判
官
免
責
制
度

】
九
八
三
条
と
検
察
官
の
免
責

一
九
八
三
条
に
お
け
る
謳
告
を
理
由
と
す
る
請
求

謳
告
を
理
由
と
す
る
訴
訟
の
問
題
点

課
題
と
展
望

m
　
わ
が
国
と
の
比
較

54321
昭
和
四
三
年
最
高
裁
判
所
判
決
の
問
題

裁
判
官
の
違
法
認
容
裁
判
例

裁
判
例
の
請
求
棄
却
理
由

裁
判
官
免
責
制
度
の
必
要
性

判
例
で
の
論
理
構
成
の
分
析

（
1
）
　
自
由
心
証

（
2
）
　
裁
量
権
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IVV

第
十
四
章

　
　
（
3
）
　
既
判
力

　
　
（
4
）
　
訴
訟
手
続
内
の
違
法
是
正
制
度

6
　
昭
和
四
三
年
最
高
裁
判
所
判
決
の
解
釈

7
　
国
家
賠
償
法
一
条
と
昭
和
五
七
年
最
高
裁
判
所
判
決
の

　
　
法
理

8
　
刑
事
補
償
法
の
法
理
と
提
言

立
法
－
議
員

6543217制
限
的
免
責

1
　
公
法
上
の
不
法
行
為
と
公
務
員
の
責
任

2
　
不
法
行
為
責
任
認
定
の
基
準

3
　
中
間
上
訴
制
度
と
制
限
的
免
責

4
　
免
責
の
立
証
責
任

　
判
決
効

問
題
の
所
在

絶
対
的
免
責
の
法
理

連
邦
憲
法
と
議
員
免
責

一
九
八
三
条
に
お
け
る
議
員
免
責
の
根
拠

連
邦
最
高
裁
判
所
で
の
判
決
の
根
拠

具
体
的
な
問
題
と
そ
の
分
析

（
1
）
　
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ

（
2
）
　
差
止
命
令
と
免
責

（
3
）
　
シ
テ
ィ
ー
・
カ
ウ
ン
シ
ル
の
議
員
と
免
責

、
　
　
舌

4
　
　
｛
コ

第
十
五
章

第
十
六
章

　
　
九
八
三
条
へ
の
適
用

　
　
（
1
）
　
一
九
八
三
条
の
目
的

　
　
（
2
）
　
一
九
八
三
条
と
州
の
裁
判
所

　
　
（
3
）
　
最
高
裁
判
所
判
例
の
動
向

　
　
プ
ロ
セ
ス

　
　
（
1
）
　
最
低
限
度
の
デ
ュ
i
・
プ
ロ
セ
ス
の
要
請

　
　
（
2
）
前
訴
が
刑
事
手
続
の
場
合
の
例

　
　
行
政
手
続
へ
の
適
用

　
　
争
点
の
同
一
性

　
　
裁
判
官
の
裁
量
と
O
庸
雪
ω
貯
①
9
＝
讐
霞
巴
団
ω
δ
マ

　
　
O
①
一

　
　
〇
睡
息
巴
O
毬
碧
圃
蔓
ω
忌
併
と
の
関
連
性

　
　
救
済
の
選
択

　
　
小
　
括

　
訴
訟
費
用
の
請
求

　
国
話
富
型
損
害
賠
償
請
求
訴
訟

－
　
問
題
の
所
在

2
　
再
訴
遮
断
効
お
よ
び
争
点
効
・
付
随
的
禁
反
言
の
法
理

3
　
菊
o
ω
臼
＝
象
8
＄
お
よ
び
O
o
＝
讐
段
巴
閃
呂
o
簿
巴
の
一

4
　
具
体
的
手
続
に
対
す
る
適
用
範
囲
の
問
題
と
デ
ュ
i
・

56789011
　
問
題
の
所
在

2
　
裁
判
を
受
け
る
権
利
と
訴
訟
費
用
請
求
権

3
　
裁
判
官
免
責
と
違
法
性
の
認
定
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結
　
章

3214

は
じ
め
に

事
実
の
概
要

判
旨
・
法
廷
意
見

意
見

研
　
究

ト
ー
マ
ス
裁
判
官
執
筆
の
法
廷

　
○
岳
息
巴
0
8
碧
一
身
の
法
理
（
第
七
章
）
を
は
じ
め
、
と
り
わ

け
合
衆
国
に
お
い
て
も
っ
と
も
議
論
の
多
い
訴
訟
法
理
論
（
第
九
章

な
い
し
第
十
一
章
）
が
、
同
君
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
日
本
に
ま
と
め

て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
過
失
問
題
（
第
十
二
章
）
は
、

日
本
の
有
力
説
に
改
説
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。

一
一
　
本
書
の
内
容

　
［
序
章
一
合
衆
国
法
典
四
二
巻
］
九
八
三
条
は
公
務
員
に
対
す
る

不
法
行
為
訴
訟
を
基
礎
づ
け
て
お
り
、
現
代
の
社
会
で
は
こ
の
種
の

不
法
行
為
責
任
を
追
求
す
る
訴
訟
の
提
起
が
ふ
え
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
会
衆
国
最
高
裁
判
所
は
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
訴
訟
を
抑
制
す

る
方
向
性
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
書
は
、
行
政
統
制
、

具
体
的
な
訴
訟
法
理
、
免
責
法
理
を
分
析
・
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
う
し
た
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
［
第
］
章
］
　
一
九
八
三
条
に
基
づ
く
不
法
行
為
訴
訟
の
利
用
は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
特
に
近
年
活
発
と
な
っ
て
い
る
。
英
米

不
法
行
為
訴
訟
に
関
す
る
わ
が
国
で
の
従
来
の
研
究
は
、
「
国
」
の

責
任
に
焦
点
を
あ
て
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
八
三
条
は

原
則
と
し
て
公
務
員
個
人
を
被
告
と
し
て
い
る
の
で
、
従
来
の
研
究

と
は
異
な
っ
た
視
点
が
、
あ
ら
た
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
、
必
要
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
そ
れ
を
行
政
統
制
目
的
の
強
調
に
求
め
る
。

　
［
第
二
章
」
　
本
章
で
は
、
Ω
く
＝
空
讐
房
＞
含
（
基
本
権
法
、
公

民
権
法
）
の
一
部
と
し
て
立
法
さ
れ
た
一
九
八
三
条
が
、
合
衆
国
憲

法
第
十
四
修
正
の
実
現
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
、
憲
法
上
の
権
利

章
典
を
第
十
四
修
正
に
編
入
さ
れ
、
さ
ら
に
州
へ
拡
大
適
用
さ
れ
は

じ
め
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
］
九
八
三
条
の
利
用
を
活
性
化
し

て
い
く
歴
史
的
経
過
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　
［
第
三
章
］
本
章
は
、
そ
の
活
性
化
の
理
由
を
比
較
的
わ
か
り
や

す
く
判
示
し
て
い
る
当
時
の
．
二
つ
の
代
表
的
判
例
を
紹
介
し
、
一
九

八
三
条
が
連
邦
憲
法
上
の
権
利
章
典
の
州
へ
の
適
用
を
求
め
て
お
り
、

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
代
表
的
判
例
は
権
利
章
典
の
内
容
を
具
体
的
な

基
準
と
し
て
判
示
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
同
条
が
行
政
統
制
目

的
を
有
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
一

第
四
章
一
行
政
統
制
を
目
的
と
す
る
一
九
八
三
条
訴
訟
の
活
発

な
利
用
は
手
続
的
デ
ュ
i
・
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
判
示
し
た
一
）
巽
－

轟
簿
事
件
で
頂
点
に
達
す
る
。
さ
ら
に
本
章
は
、
手
続
的
デ
ュ
ー
・
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プ
ロ
セ
ス
法
理
の
援
用
に
よ
る
具
体
的
な
行
政
統
制
の
態
様
を
分
析

す
る
。
ま
た
さ
ら
に
、
本
章
は
、
本
来
処
罰
目
的
を
有
す
る
懲
罰
的

損
害
賠
償
が
行
政
統
制
目
的
で
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
論
証
し

て
い
る
。

　
［
第
五
章
］
　
以
上
の
よ
う
な
行
政
統
制
目
的
の
活
発
な
利
用
を
現

実
に
支
え
た
訴
訟
法
上
の
法
理
こ
そ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
ム
ー
ト
ネ
ス

（
訴
え
の
利
益
の
後
発
的
消
減
）
」
の
法
理
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

ム
ー
ト
ネ
ス
の
法
理
に
よ
れ
ば
、
差
止
命
令
の
請
求
者
は
時
間
の
経

過
に
よ
り
す
で
に
ム
ー
ト
に
な
っ
た
と
判
示
さ
れ
る
蓋
然
性
が
高
い

と
こ
ろ
、
一
九
八
三
条
に
よ
る
損
害
賠
償
に
よ
れ
ば
、
同
じ
状
況
に

お
い
て
も
そ
の
ム
ー
ト
ネ
ス
の
法
理
の
適
用
を
避
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
理
由
か
ら
、
一
九
八
三
条
訴
訟
が
増
加
し
た
と
、
本
章
は

考
証
す
る
。

　
［
第
六
章
］
　
と
こ
ろ
が
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
以
上
の
よ
う

な
一
九
八
三
条
の
活
発
な
利
用
を
許
容
し
て
き
た
判
断
を
、
一
九
八

0
年
代
後
半
以
降
、
む
し
ろ
抑
制
の
方
向
へ
と
舵
を
切
る
判
断
を
示

し
始
め
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
訴
訟
法
上
の
審
理
の
範
囲
を
特
定
す

る
基
本
的
概
念
が
、
「
ジ
ュ
リ
ス
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
で
あ
り
、
こ
の

訴
訟
法
上
の
法
理
が
抑
制
目
的
で
利
用
さ
れ
た
る
。
本
章
は
、
こ
の

最
も
基
本
的
な
概
念
に
基
づ
き
抑
制
の
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る

点
を
考
察
す
る
。

　
［
第
七
章
］
本
章
は
、
訴
訟
の
最
も
基
本
的
な
人
的
要
素
と
し
て
、

「
原
告
と
被
告
」
に
焦
点
を
あ
て
る
。
「
権
利
」
の
存
在
が
訴
訟
に
と

っ
て
必
須
の
要
件
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
原
告
の
法
理
を
前
提
と
し

て
公
共
訴
訟
は
成
立
し
な
い
。
O
睡
含
巴
O
巷
碧
一
身
で
は
、
権
限

に
基
づ
き
な
さ
れ
た
行
為
が
、
そ
の
後
結
果
と
し
て
、
違
憲
と
評
価

さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
○
窪
9
巴
O
碧
碧
一
身
で
は
、
公
共
訴
訟
と

類
似
し
て
、
た
し
か
に
行
政
統
制
目
的
を
有
す
る
が
、
し
か
し
、
第

十
一
修
正
に
よ
り
州
を
被
告
と
な
し
得
ず
、
公
務
員
個
人
（
州
ま
た

は
自
治
体
）
の
ほ
か
は
自
治
体
だ
け
を
被
告
と
す
る
に
す
ぎ
な
い
の

で
、
一
九
八
三
条
に
基
づ
く
訴
訟
は
こ
の
面
で
も
限
定
を
加
え
ら
れ

て
き
て
い
る
。

　
［
第
八
章
］
　
原
告
は
、
「
具
体
的
な
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
場
合
」

の
み
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
し
か
に
、
d
昌
α
震

O
O
一
e
9
ω
富
9
鍔
ゑ
の
法
理
（
表
見
職
責
要
件
の
法
理
）
の
解

釈
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
一
九
八
三
条
が
行
政
統
制
目
的
で
利
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
憲
法
に
規
定
の
な
い
権

利
は
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
理
論
に
よ
り
、
「
権
利
」
と
し
て

理
論
構
成
す
る
こ
と
が
、
求
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
少
な
く
と
も

連
邦
法
上
の
権
利
と
し
て
憲
法
上
の
権
利
が
具
体
化
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
本
章
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
考
察
す
る
。

　
［
第
九
章
］
　
も
っ
と
も
、
一
九
八
三
条
訴
訟
の
利
用
の
抑
制
は
訴
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訟
法
上
の
法
理
の
利
用
に
も
っ
と
も
よ
く
表
れ
て
い
る
。
訴
訟
要
件

が
検
討
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
そ
の
訴
訟
要
件
の
］
つ
た
る

「
へ
ー
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
」
と
同
様
の
請
求
を
排
除
す
る
た
め
の

「
州
手
続
履
践
原
則
（
州
手
続
前
置
主
義
）
」
が
分
析
さ
れ
、
つ
い
で
、

出
訴
期
間
に
関
す
る
州
規
定
を
利
用
し
、
連
邦
裁
判
所
の
利
用
を
限

定
す
る
判
断
が
分
析
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
抑
制
傾
向
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。

　
［
第
十
章
］
　
訴
訟
抑
制
に
作
用
し
が
ち
な
訴
訟
要
件
が
充
足
さ
れ

た
と
し
て
も
、
そ
も
そ
も
「
ジ
ュ
リ
ス
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
を
連
邦
裁

判
所
が
行
使
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
判
例
は
、
こ
れ
を
＞
σ
ω
ε
亭

ユ
§
の
法
理
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
法
理
は
、
た
と
え
連
邦
裁
判

所
が
訴
訟
要
件
を
充
足
し
て
い
て
も
ま
ず
州
裁
判
所
で
審
理
を
行
う

べ
き
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
連
邦
裁
判
所
は
訴
訟
要
件
を
充
足

し
た
訴
訟
の
審
理
を
差
し
控
え
、
州
の
手
続
の
利
用
を
求
め
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

　
［
第
十
一
章
］
　
前
章
で
の
＞
房
5
暮
凶
9
の
法
理
が
適
用
さ
れ
な

い
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
こ
の
ケ
ー
ス
が
法
執
行
に
関
す
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
法
執
行
の
基
づ
く
刑
事
手
続
を
打
ち
切
る
代
償
と
し

て
、
一
九
八
三
条
訴
訟
の
放
棄
を
求
め
る
こ
と
を
、
合
衆
国
最
高
裁

判
所
は
判
例
で
認
め
た
。
法
執
行
機
関
は
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
司
法

取
引
と
し
て
な
し
う
る
こ
と
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　
［
第
十
二
章
一
本
章
と
つ
ぎ
の
章
は
、
訴
訟
法
理
以
外
に
一
九
八

三
条
訴
訟
の
利
用
を
限
定
す
る
要
因
を
考
察
す
る
。
本
章
は
ま
ず
、

「
過
失
」
法
理
を
分
析
し
て
、
「
単
な
る
過
失
」
は
一
九
八
三
条
訴
訟

で
は
争
い
え
ず
、
「
重
過
失
」
等
の
み
争
い
う
る
と
の
限
定
要
因
を

分
析
し
た
。

　
［
第
卜
三
章
」
本
章
は
、
訴
訟
法
理
以
外
の
も
う
一
つ
の
限
定
要

因
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
免
責
法
理
を
研
究
す
る
。
ま
ず
、
裁
判
官
免

責
と
立
法
・
議
員
免
責
は
絶
対
的
免
責
と
呼
ば
れ
、
損
害
賠
償
請
求

訴
訟
は
、
そ
も
そ
も
許
容
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
い
で
、
こ
の
よ
う
な

訴
訟
が
許
容
さ
れ
る
分
野
で
あ
っ
て
も
「
制
限
的
免
責
（
適
格
免

責
）
」
の
法
理
に
よ
り
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
が
許
容
さ
れ
な
い
、
と

の
判
例
法
理
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
一
九
八
三
条
訴

訟
を
限
定
す
る
法
理
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。

　
［
第
十
四
章
］
本
章
は
、
訴
訟
の
結
果
と
し
て
の
判
決
効
に
つ
い

て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
一
九
八
三
条
に
基
づ
く
不
法
行
為
訴
訟
の

抑
制
を
明
ら
か
に
す
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
合
衆
国
最
高
裁
判

所
は
州
の
訴
訟
手
続
の
利
用
を
第
一
に
求
め
、
連
邦
裁
判
所
の
利
用

を
限
定
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
裁
判
例
が
州
裁
判
所
の
判

決
効
を
連
邦
裁
判
所
へ
及
ぽ
す
こ
と
を
許
容
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
強
化
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
［
第
十
五
章
］
　
以
上
の
よ
う
に
、
］
九
八
三
条
訴
訟
は
、
合
衆
国
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最
高
裁
判
所
の
判
例
に
よ
っ
て
大
き
く
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
訴
訟
が
一
方
で
行
政
統
制
目
的
を
有
し
て
い
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
訴
訟
で
勝
訴
し
た
も
の
に
は
訴

訟
費
用
（
弁
護
士
報
酬
を
含
む
。
）
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
訴
訟
費
用
の
支
払
い
か
ら
行
政
統
制
目
的
に
変
わ
り
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
う
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
［
第
十
六
章
］
　
一
九
八
三
条
は
、
州
公
務
員
等
（
自
治
体
も
含

む
）
を
人
的
対
象
の
一
方
と
す
る
が
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
連

邦
公
務
員
に
対
す
る
同
種
の
損
害
賠
償
訴
訟
を
も
許
容
す
る
。
こ
れ

が
、
憲
法
規
定
に
直
接
根
拠
を
求
め
る
い
わ
ゆ
る
国
お
房
型
訴
訟

で
あ
る
。
こ
の
匪
＜
2
ω
型
訴
訟
に
お
い
て
も
、
一
九
八
三
条
に
基

づ
く
不
法
行
為
訴
訟
と
同
様
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る

目
的
で
、
本
章
は
霞
話
霧
型
訴
訟
の
最
新
の
判
例
に
分
析
を
加
え

る
。

　
［
結
章
］
　
以
上
の
考
察
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
で
は
一
九
八
三
条
に
基
づ
く
不
法
行
為
訴
訟
に
限
定
が
加
え
ら
れ

始
め
て
い
る
。
そ
の
利
用
の
拡
大
を
示
唆
す
る
宇
賀
克
也
教
授
の
見

解
と
は
逆
の
方
向
を
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
一
方
で
打
ち
出
し
て

い
る
。
他
方
で
、
原
田
尚
彦
教
授
の
指
摘
ど
お
り
、
わ
が
国
で
は
国

家
賠
償
訴
訟
が
行
政
統
制
を
目
的
と
し
て
積
極
的
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
日
米
の
以
上
の
よ
う
な
違
い
を
比
較
研
究
す
る
課
題

が
将
来
の
研
究
目
的
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
、

締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

と
本
研
究
は

三
　
本
書
の
特
徴

　
O
本
書
の
特
色

　
現
在
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
の
公
務
員
不
法
行
為
法
理
論
の
有
力

な
学
問
的
、
実
務
的
動
向
は
、
一
方
で
、
公
務
員
不
法
行
為
法
理
論

と
刑
事
手
続
法
理
論
の
接
近
、
あ
る
い
は
、
行
政
法
理
論
を
刑
事
法

理
論
で
説
明
す
る
手
法
（
本
学
位
請
求
論
文
は
、
そ
の
よ
う
な
動
向

全
体
を
捉
え
て
も
の
で
あ
る
。
）
と
、
他
方
で
、
刑
事
手
続
法
理
論

を
行
政
法
理
論
で
説
明
す
る
手
法
（
た
と
え
ば
、
本
論
文
第
十
一
章

「
刑
事
手
続
の
打
ち
切
り
と
し
て
の
一
九
八
三
条
に
基
づ
く
訴
訟
の

放
棄
」
）
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
向
は
、
本

書
の
対
象
で
あ
る
公
務
員
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
の
ほ
か
、

救
済
の
実
効
性
確
保
の
手
法
の
現
象
の
中
に
も
み
ら
れ
る
、
同
君
は

こ
の
よ
う
な
動
向
全
体
を
把
握
し
な
け
れ
ば
、
合
衆
国
の
行
政
法
理

論
を
正
確
に
分
析
し
、
考
察
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
だ
と
主
張

す
る
。
そ
こ
で
本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
が
欠
如
し
た
形
で
わ
が

国
の
行
政
法
お
よ
び
憲
法
研
究
者
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
き
た
、
現
代

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
公
務
員
に
対
す
る
不
法
行
為
訴
訟
（
特

に
損
害
賠
償
訴
訟
）
の
議
論
に
つ
い
て
、
丹
念
に
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
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例
と
法
理
論
を
再
検
討
し
、
再
解
釈
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。

　
同
君
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
公
務
員
の
個
人
賠
償
責
任
に
否

定
的
な
わ
が
国
の
裁
判
実
務
（
四
七
四
～
四
七
五
頁
）
は
あ
る
が
、

近
時
の
い
わ
ゆ
る
非
加
熱
製
剤
に
か
か
る
H
I
V
問
題
に
お
け
る
担

当
公
務
員
の
責
任
問
題
等
を
考
え
る
と
、
刑
事
責
任
は
別
と
し
て
、

公
務
員
個
人
が
何
ら
か
の
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
の
か
と
い
う
疑
問

が
当
然
出
て
来
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
田
村
君
が
永
年

に
わ
た
る
地
道
な
公
務
員
の
個
人
責
任
に
つ
い
て
の
ア
メ
リ
カ
法
の

研
究
を
、
的
確
な
問
題
意
識
お
よ
び
論
点
設
定
（
五
頁
二
二
～
一
五

行
目
、
九
頁
五
～
七
行
目
）
の
も
と
に
、
］
巻
の
研
究
書
と
し
て
ま

と
め
あ
げ
て
い
る
。

定
お
よ
び
抑
制
さ
れ
る
方
向
へ
動
い
て
い
る
。
こ
れ
が
本
書
の
主
題

の
一
つ
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
の
現
実
の
限
定
、
抑
制
の
判
例
理

論
と
わ
が
国
で
の
そ
れ
を
対
象
と
し
た
研
究
の
指
摘
に
差
異
が
生
じ

た
理
由
が
問
わ
れ
る
。
本
書
は
、
刑
事
法
（
特
に
そ
の
手
続
法
）
の

ア
メ
リ
カ
行
政
判
例
理
論
に
対
し
て
与
え
て
い
る
、
無
視
で
き
な
い

影
響
を
わ
が
国
に
お
け
る
従
来
の
ア
メ
リ
カ
行
政
法
研
究
が
看
過
し

て
い
る
点
に
そ
の
原
因
を
求
め
て
い
る
。
そ
こ
で
本
書
は
、
宇
賀
論

文
、
後
に
発
表
さ
れ
た
植
村
栄
治
教
授
の
論
文
で
も
同
様
に
そ
の
対

象
と
さ
れ
な
か
っ
た
手
続
法
（
訴
訟
法
）
を
重
点
的
に
そ
の
考
察
の

対
象
に
加
え
、
ア
メ
リ
カ
判
例
理
論
を
理
解
す
る
こ
と
に
留
意
し
て

い
る
。

特別記事

　
ロ
　
ア
メ
リ
カ
公
務
員
不
法
行
為
訴
訟
の
現
在
の
動
向

　
わ
が
国
で
は
ア
メ
リ
カ
連
邦
裁
判
所
が
公
務
員
に
対
す
る
不
法
行

為
訴
訟
を
積
極
的
に
活
用
す
る
傾
向
を
、
宇
賀
克
也
教
授
が
強
く
示

唆
し
た
ほ
か
、
い
わ
ゆ
る
公
共
訴
訟
論
の
立
場
か
ら
も
本
論
文
の
主

要
な
対
象
で
あ
る
合
衆
国
法
典
四
二
巻
一
九
八
三
条
に
つ
い
て
大
沢

秀
介
教
授
ら
が
同
様
の
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
最
近
の
動
向
を
観
察
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
公
務
員
に

対
す
る
不
法
行
為
訴
訟
の
利
用
は
、
連
邦
裁
判
所
に
よ
っ
て
既
に
限

　
口
　
救
済
ル
ー
ト
（
救
済
毛
続
相
互
の
関
係
）

　
以
上
の
視
点
か
ら
、
刑
事
手
続
と
基
本
権
法
一
九
八
三
条
の
関
連

性
が
重
要
と
な
る
。
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
本
書
は
、
主
に
、
一
に

違
法
収
集
証
拠
排
除
法
則
（
第
三
章
、
第
四
章
）
、
二
に
へ
ー
ビ
ア

ス
・
コ
ー
パ
ス
f
続
（
第
九
章
）
、
三
に
刑
事
手
続
の
打
ち
切
り
と

し
て
の
司
法
取
引
に
よ
り
な
さ
れ
る
不
法
行
為
訴
訟
の
訴
訟
提
起
権

の
放
棄
（
第
十
一
章
）
お
よ
び
四
に
絶
対
免
責
法
理
（
第
十
三
章
）

を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
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第
一
に
、
違
法
収
集
証
拠
排
除
法
理
の
適
用
と
公
務
員
を
被
告
と

し
て
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
不
法
行
為
訴
訟
と
が
、
法
執
行
等
と
の

関
連
に
お
い
て
、
そ
の
対
象
を
共
有
し
て
い
る
事
実
が
、
種
々
の
場

面
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
公
務
員
の
不
法
行
為
を
争
点

と
す
る
場
合
、
独
立
行
政
委
員
会
の
法
執
行
手
続
の
強
化
、
刑
事
責

任
追
求
権
の
付
与
、
お
よ
び
従
来
か
ら
の
警
察
等
の
活
動
な
ど
が
、

共
通
の
課
題
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
し
、
ま
た
、
ま
す
ま
す

増
加
し
て
い
る
。
ミ
ャ
ッ
プ
対
オ
ハ
イ
オ
事
件
は
こ
の
命
題
を
明
確

に
し
、
違
法
収
集
証
拠
排
除
法
則
を
州
へ
も
適
用
し
た
。
そ
の
後
、

一
九
八
三
条
に
も
続
く
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
は
、
証
拠
排
除
法
則
に

お
け
る
「
善
意
の
例
外
」
（
レ
オ
ン
事
件
）
を
限
定
し
て
い
る
。
こ

の
法
則
と
の
関
係
を
分
析
す
れ
ば
、
刑
事
手
続
上
の
違
法
証
拠
排
除

法
則
に
基
づ
く
違
法
な
捜
査
・
法
執
行
の
防
止
と
損
害
賠
償
訴
訟
に

よ
る
違
法
な
法
執
行
な
ど
の
防
止
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
と
な
る
。
こ
の
観
点
か
ら
証
拠
排
除
法
則
に
よ
る
べ
き
か
損

害
賠
償
に
よ
る
べ
き
か
と
い
う
争
点
が
、
現
在
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

最
高
裁
判
所
で
最
も
は
げ
し
く
争
わ
れ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
へ
ー
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
手
続
と
の
関
連
が
あ
る
。
へ

ー
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
は
、
事
実
上
、
わ
が
国
の
再
審
の
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
こ
の
事
情
の
下
に
お
い
て
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、

こ
の
へ
ー
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
の
利
用
を
厳
し
く
限
定
し
て
い
る
の

で
、
被
告
人
が
有
罪
判
決
の
確
定
性
を
争
う
目
的
の
た
め
に
、
や
む

を
え
ず
、
刑
務
所
の
行
政
上
の
シ
ス
テ
ム
を
争
う
制
度
改
革
訴
訟

（
い
わ
ゆ
る
公
共
訴
訟
）
を
主
張
し
、
一
九
八
三
条
に
基
づ
き
訴
訟

提
起
を
な
す
ケ
ー
ス
が
増
加
し
た
。
し
か
し
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所

は
、
権
利
と
救
済
が
分
離
し
た
公
共
訴
訟
が
一
九
八
三
条
の
枠
内
で

は
許
容
さ
れ
な
い
こ
と
（
そ
の
意
味
で
本
論
文
で
は
必
須
の
要
件
た

る
権
利
の
存
在
を
法
律
要
件
と
し
分
析
の
対
象
と
し
た
。
）
、
そ
れ
ゆ

え
、
へ
ー
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
の
対
象
と
な
る
争
点
が
一
九
八
三
条

で
は
な
し
得
な
い
こ
と
（
プ
ラ
イ
ザ
ー
事
件
）
、
司
法
審
査
を
刑
務

所
内
の
行
政
上
の
争
点
に
及
ぼ
す
べ
き
で
な
い
こ
と
（
タ
ー
ナ
ー
事

件
）
等
を
判
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
損
害
賠
償
訴
訟
を
抑
制
す
る

方
向
を
打
ち
出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。
わ
が
国
の
公
共
訴

訟
論
は
、
そ
う
し
た
便
法
と
し
て
提
起
さ
れ
た
不
法
行
為
訴
訟
だ
け

を
そ
の
対
象
と
し
て
立
論
さ
れ
て
い
る
結
果
、
一
九
八
三
条
の
法
的

性
格
を
誤
解
し
、
へ
ー
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
を
限
定
し
た
重
要
な
判

例
を
見
落
と
し
て
い
る
。
本
論
文
は
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。　

第
三
に
、
刑
事
手
続
の
打
ち
切
り
と
取
引
と
し
て
の
一
九
八
三
条

訴
訟
の
放
棄
が
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
一
九
八
三
条
訴
訟
と
刑

事
手
続
は
多
く
の
対
象
を
共
通
に
し
て
い
る
。
こ
の
事
情
の
も
と
で
、

合
衆
国
で
は
、
刑
事
手
続
の
打
ち
切
り
を
取
引
材
料
と
し
て
一
九
八
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特別記事

三
条
訴
訟
を
放
棄
す
る
そ
う
し
た
実
務
が
横
行
し
て
い
る
。
合
衆
国

最
高
裁
判
所
ガ
ラ
ム
リ
ー
判
事
は
こ
れ
を
追
認
し
た
。
こ
の
判
例
理

論
も
ま
た
、
損
害
賠
償
訴
訟
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
諸
判
例
の
一
環

と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。

　
第
四
に
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
裁
判
官
や
立
法
府
の
行
為
を

一
九
八
三
条
に
基
づ
い
て
は
争
い
得
な
い
と
の
判
例
理
論
（
絶
対
的

免
責
法
理
）
を
確
立
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
公
務
員
に
対
す
る
損

害
賠
償
訴
訟
を
行
政
上
の
不
法
行
為
の
救
済
に
限
定
し
て
い
る
。

　
四
　
他
の
訴
訟
法
上
の
争
点
へ
の
影
響

　
手
続
相
互
間
の
関
連
性
が
動
員
と
な
り
、
］
九
八
三
条
の
限
定
解

釈
の
傾
向
が
一
般
的
に
生
じ
る
。
さ
ら
に
、
具
体
的
な
手
続
問
題
に

つ
い
て
も
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
そ
の
判
決
に
お
い
て
、
同
条
の

限
定
、
抑
制
の
傾
向
を
し
だ
い
に
明
確
に
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。

　
具
体
的
に
は
、
「
ム
ー
ト
ネ
ス
」
（
訴
え
の
利
益
の
後
発
的
消
滅
）

の
法
理
の
適
用
を
回
避
す
る
た
め
に
差
止
命
令
等
で
は
な
く
、
損
害

賠
償
訴
訟
が
増
加
し
た
現
実
に
対
し
て
、
ジ
ュ
リ
ス
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン

を
行
使
し
な
い
と
の
法
理
に
よ
る
一
九
八
三
条
訴
訟
の
抑
制
、
合
衆

国
憲
法
第
十
一
修
正
に
基
づ
き
、
州
を
被
告
と
な
し
得
な
い
と
す
る

法
理
に
よ
る
一
九
八
三
条
訴
訟
の
抑
制
、
出
訴
期
間
に
関
す
る
州
法

の
適
用
に
よ
る
連
邦
裁
判
所
の
利
用
抑
制
、
州
の
行
政
手
続
や
民
事

刑
事
訴
訟
の
終
結
後
そ
の
争
点
効
に
よ
る
連
邦
裁
判
所
の
抑
制
が
、

そ
れ
ぞ
れ
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　
面
　
行
政
統
制
目
的
と
し
て
の
損
害
賠
償

　
一
方
で
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
一
九
八
三
条
の
訴
訟
を
限
定
、

抑
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
他
方
で
、
こ
の
種
訴
訟
が
行
政
の
不

法
行
為
を
対
象
と
し
て
行
政
統
制
目
的
で
運
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

否
定
で
き
な
い
。
後
者
の
側
面
も
宇
賀
、
植
村
論
文
は
分
析
を
加
え

て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
行
政
統
制
を
目
的
と
し
た
一
九
八
三
条

の
運
用
と
は
具
体
的
に
い
か
な
る
場
面
で
生
じ
る
か
に
つ
い
て
、
本

書
は
次
の
点
を
中
心
に
考
察
を
加
え
て
い
る
。
州
へ
の
憲
法
上
の
基

準
の
明
確
化
、
政
策
自
体
を
争
点
と
す
る
場
合
の
自
治
体
の
責
任
、

政
策
自
体
以
外
を
争
点
と
す
る
場
合
の
違
憲
行
為
だ
け
を
理
由
と
す

る
個
人
責
任
、
行
政
統
制
目
的
ゆ
え
の
訴
訟
費
用
の
請
求
が
、
そ
れ

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
一
九
八
三
条
訴
訟
と
の
関
連
に
お
い
て
、
違
法
摘
発

型
（
原
田
尚
彦
教
授
）
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
、
わ
が
国

国
家
賠
償
訴
訟
へ
の
具
体
的
提
言
が
、
今
後
の
課
題
と
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

167



法学研究70巻9号（’97＝9）

四
　
評
　
価

　
本
書
の
全
体
的
結
論
は
妥
当
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
子
細
に
み
て
み
る
と
、
問
題
が
ま
っ
た
く
な
い
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。

　
極
め
て
明
確
な
問
題
意
識
お
よ
び
論
点
設
定
を
行
っ
て
い
な
が
ら
、

ま
た
極
め
て
詳
細
な
研
究
で
あ
り
な
が
ら
、
肝
心
の
本
書
の
本
論
部

分
は
、
英
米
行
政
法
に
不
慣
れ
な
読
者
に
と
っ
て
決
し
て
読
み
や
す

い
形
に
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

　
そ
の
原
因
と
し
て
、
た
と
え
ば
①
「
抑
止
効
モ
デ
ル
」
「
違
憲
行

為
を
構
成
す
る
不
法
行
為
訴
訟
モ
デ
ル
」
と
い
う
二
つ
の
モ
デ
ル
を

提
示
（
四
五
頁
）
す
る
が
各
々
の
概
念
そ
の
も
の
へ
の
定
義
的
説
明

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
②
コ
モ
ン
ロ
ウ
判
決
を
「
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
」
的
判
決
（
二
八
頁
五
行
目
）
と
し
な
が
ら
肝
心
の
説
明
は
一
二

三
頁
辺
り
で
あ
り
、
読
者
が
問
題
の
輪
郭
を
早
く
掴
む
の
を
困
難
に

し
て
い
る
こ
と
、
③
問
題
意
識
お
よ
び
論
点
設
定
に
対
応
す
る
小
括

的
章
が
組
ま
れ
て
い
な
い
（
終
章
は
そ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

い
な
い
）
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　
第
十
一
章
（
法
律
要
件
）
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
仁
⇒
α
R
8
一
9

亀
馨
象
巴
鋤
譲
の
概
念
を
め
ぐ
っ
て
、
同
君
は
、
植
村
論
文
や
大
沢

論
文
な
ど
に
対
す
る
批
判
を
と
お
し
て
、
「
違
法
要
件
」
と
意
訳
す

る
に
至
っ
て
い
る
（
参
照
、
田
村
泰
俊
「
合
衆
国
に
お
け
る
行
政
上

の
『
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
』
と
判
例
の
動
向
－
行
政
の
実
効
性
確
保
に
つ

い
て
の
一
考
察
1
」
法
学
新
報
一
〇
三
巻
二
H
三
号
七
一
四
頁
注
9
8
、

ω
憂
鋤
昌
＞
’
O
鋤
ヨ
R
曽
』
b
箭
、
、
◎
ミ
匙
黛
象
自
◎
誉
ミ
ト
鮎
晦
ミ

qqり

匡
O
鼻
O
蔦
o
こ
d
巳
＜
R
巴
蔓
℃
お
ω
9
N
昌
9
Φ
α
■
Z
①
ゑ

K
o
詩
＼
○
義
o
巳
一
8
ρ
讐
一
認
ご
。
同
君
が
右
用
語
を
職
責
要
件

ま
た
は
「
職
責
に
基
づ
く
」
（
二
二
〇
頁
）
と
解
釈
し
て
い
た
が
、

職
責
に
基
づ
く
行
為
が
何
故
に
不
法
行
為
責
任
を
問
わ
れ
る
の
か
、

必
ず
し
も
論
理
的
で
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
「
違
法
要
件
」
へ
の
改
訳

は
論
争
を
止
揚
す
る
も
の
と
評
し
え
よ
う
。

　
次
に
宇
賀
教
授
や
植
村
教
授
ら
に
よ
る
裁
判
例
の
紹
介
・
分
析
が

同
君
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
る
。
し
か
し
、
か
れ
ら
の
研
究
対
象
は
、

判
例
法
の
発
展
上
時
間
的
制
約
を
避
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

か
れ
ら
の
研
究
発
表
後
に
お
け
る
裁
判
例
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
慎

重
に
批
判
を
加
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
際
、
彼
ら
の
紹
介
し
た

諸
事
例
の
事
実
関
係
と
裁
判
例
の
的
確
な
分
析
な
ら
び
に
同
君
の
新

た
に
紹
介
す
る
事
実
関
係
と
裁
判
例
の
分
析
が
必
要
な
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
か
れ
ら
の
事
実
関
係
や
裁
判
例
の
分
析
の
う
ち
、
ど
の
点

が
分
明
で
は
な
か
っ
た
か
等
の
問
題
点
が
本
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
判
例
法
の
展
開
は
、
い
か
に
す
ぐ
れ
た

研
究
者
に
よ
っ
て
も
予
想
し
が
た
い
と
す
れ
ば
、
単
な
る
論
難
で
あ

れ
ば
慎
む
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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か
よ
う
な
若
干
の
慎
重
性
や
学
問
的
謙
虚
さ
に
問
題
点
は
な
く
は

な
い
が
、
本
書
に
示
さ
れ
た
理
論
は
、
い
ず
れ
も
有
力
説
に
対
す
る

ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
的
意
味
を
有
し
、
将
来
通
説
が
ジ
ン
テ
ー
ゼ
に
脱
皮

す
る
た
め
の
学
術
書
と
し
て
の
意
味
を
十
分
に
も
ち
う
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
理
論
構
成
は
相
当
に
緻
密
で
あ
り
、
さ
ら
に
従
来
、
本
テ

ー
マ
に
つ
い
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
業
績
や
資
料
を
同
君
は
詳
細
か
つ

丁
寧
に
取
り
扱
っ
て
お
り
、
そ
の
丹
念
さ
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

本
書
は
、
同
君
が
公
務
員
の
不
法
行
為
責
任
に
つ
い
て
関
心
を
抱
い

て
研
究
生
活
を
開
始
さ
せ
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
の
同
君
の
公
務
員
賠

償
責
任
研
究
の
集
大
成
で
あ
る
。
学
界
の
発
展
へ
の
貢
献
は
高
く
評

価
さ
れ
て
よ
い
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
審
査
員
一
同
は
、
本
論
文
が
博
士
（
法
学
）

（
慶
磨
義
塾
大
学
）
を
授
与
す
る
に
相
応
し
い
も
の
と
判
断
す
る
。

　
平
成
九
年
二
月
二
五
日
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